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1. 本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。 
2. 本取扱説明書の全部又は一部を無断で複製することはできません。 
3. 本書内に記載されている製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。 
4. 本書内において、万一誤り、記載漏れなどお気付きのことがありましたらご連絡ください。 
5. 運用した結果の影響について、2.項にかかわらず責任を一切負いかねます。 
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1. はじめに 
 
MPX30 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、MODEL 201 及び 510 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙ(以下、ﾀｰﾐﾅﾙ)を MPX30 互換の

通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙで動作させるためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。このﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをｲﾝｽﾄｰﾙしたﾀｰﾐﾅﾙを使用すること

で、ﾕｰｻﾞｰは新たにﾎｽﾄ PC のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作成することなく既存の MPX30 ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｻを利用した

ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾈｯﾄﾜｰｸを置き換えることが可能になります。 
 
下記に MPX30 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの特徴を列挙します。 
 

特徴 
1. RS485 ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを利用しているため、76.8Kbps の高速通信と最長 1.2Km の長距

離配線が可能です。 
2. ﾏｽﾀｰｽﾃｰｼｮﾝであるﾀｰﾐﾅﾙに最大 31 台のｽﾚｰﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝを配置することができます。 
3. 各ﾀｰﾐﾅﾙには、ﾃﾞｺｰﾀﾞ非内蔵型又はﾜﾝﾄﾞ出力型ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞを 2 台(510 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙ

は、本体にｽﾛｯﾄﾘｰﾀﾞを 1 台搭載済み)、RS232C ﾃﾞﾊﾞｲｽ(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ,磁気ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ

など)を 1 台、AT ｷｰﾎﾞｰﾄﾞを 1 台接続することができます。 
4. 各ﾀｰﾐﾅﾙに入力されたﾃﾞｰﾀを識別するための入力ﾎﾟｰﾄ ID を付加したり、入力日付・

時刻を付加することが可能です。 
5. ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定は、専用ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取り又は AT ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ及び本体ｷｰﾊﾟｯﾄﾞからの

入力で簡単に行うことが可能です。 
 
 
【注意】 
MPX30 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、ｱｲﾃﾞｯｸｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞ社製 MPX30 ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｻ(ﾏｽﾀｰ)とﾎｽﾄｼｽﾃﾑ間の通信ﾌﾟ

ﾛﾄｺﾙをｴﾐｭﾚｰｼｮﾝし、ﾎｽﾄｼｽﾃﾑのｿﾌﾄｳｪｱに変更を加えることなく、ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟ環境を再構築するこ

とを目的として提供されています。但し、下記の点について予めご注意ください。 
 

■ ﾊｰﾄﾞｳｪｱは全く異なるものです。ゆえにｺﾈｸﾀ形状・LED・その他ﾊｰﾄﾞｳｪｱ部及びそ

れらの機能に互換性はありません。 
■ RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽのｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄは 1 ﾋﾞｯﾄ固定です。また、XON/XOFF ﾌﾟﾛﾄｺﾙには

対応していません。 
■ XOFF(13H), XON(11H), ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ(14H), 入力ﾃﾞｰﾀ数(12H)などのｴﾗｰ出力は行い

ません。 
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2. MPX30 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする 
 
弊社より出荷されたﾀｰﾐﾅﾙには既に MPX30 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがｲﾝｽﾄｰﾙされているため、通常こ

の操作は必要ありませんが、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟなどを行う場合は、下記の手順を参照して、ﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを行ってください。 
 
MPX30.SYN をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする手順を示します。 
 
【ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ手順】 
1. 下記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞを READER 1 又は 2 に接続されているﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞで読み取り、LCD 上

にｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰが表示されるのを確認します。磁気ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞを搭載した 510 ｼﾘｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙの場合

は、添付されているﾏｽﾀｰｶｰﾄﾞ(磁気ｶｰﾄﾞ)を読み取ります。 
 

   * 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 *  
 
 
 
 
 

Standard Basic 
Ver: 4.10 

2. ﾀｰﾐﾅﾙに接続した AT ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ又は本体ｷｰﾊﾟｯﾄﾞの ENTER ｷｰを下記の表示がされるまで押

します。 
 
 
 
 
 

Basic Download?No 

3. F1 ｷｰを押し、表示を No から Yes に変更し、ENTER ｷｰを押します。 
 
 
 
 
 

Basic Download?Yes 

4. 数秒後、ﾋﾟｯ!というﾋﾞｰﾌﾟ音が鳴り、下記の表示がされます。この表示がされれば、ﾀﾞﾝﾛ

ｰﾄﾞを準備は完了です。 
 
 
 
 
 

Ready for 
Baisc Download_ 

5. PC とﾀｰﾐﾅﾙの COM1 又は COM3 を RS232C ｹｰﾌﾞﾙで接続し、SYNLOAD.EXE を起動し

ます。 
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6. 下記のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽで通信条件を設定します。 
 

     
 
準備ができれば、OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを開始します。 
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3. MPX30 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを動かす 
 
3.1. 電源を入れる 
 
ﾀｰﾐﾅﾙの電源を入れると、下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示された後、ﾒｲﾝ画面に移ります。 
この時、設定ﾌｧｲﾙがない場合や異常がある場合は、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値で初期化されます。 
 

Reading Config…. 
MPX30 V.1.2 by WELCOM 

 
 
 
 
【ﾒｲﾝ画面】 
 
 

ID-01         REC[0000] 
MASTER> 

 
 
 
 
3.2. ﾒｲﾝ画面の説明 
 
下記にﾒｲﾝ画面の説明を行います。 
 

ID-01(*)       REC[0000] 
MASTER> 

ACK/NAK ﾌﾟﾛﾄｺﾙが設

定されている場合で、

ﾎｽﾄ PC からの ACK を

受信できなかった場合

に、(*)が表示されます。 

ﾀｰﾐﾅﾙ内のﾒﾓﾘされてい

るﾚｺｰﾄﾞ件数を表示し

ます。

ﾀ ｰ ﾐ ﾅ ﾙ 番 号 が

02~32 の 場 合

は、SLAVE と表

示されます。 

ﾀｰﾐﾅﾙ番号 
01=ﾏｽﾀｰｽﾃｰｼｮﾝ, 
02~32=ｽﾚｰﾌﾞｽﾃｰ

ｼｮﾝとなります。
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3.3. ﾃﾞｰﾀを入力する 
 
READER 1/2, COM3 ﾎﾟｰﾄ 
ﾃﾞｰﾀの入力は非常に簡単で、READER 1/2 又は COM3 ﾎﾟｰﾄに接続されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞなどでﾃﾞ

ｰﾀを読み込めば OK です。ﾃﾞｰﾀが入力されると、入力ﾃﾞｰﾀがﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示されます。 
 

ID-01         REC[0000] 
MASTER>ABCDEFG 

 
 
 
 
COM3 ﾎﾟｰﾄの場合、幾つかの入力ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄをｻﾎﾟｰﾄしているため、ﾌｫｰﾏｯﾄ設定が間違ってい

るとﾃﾞｰﾀを正しく入力することができません。ﾃﾞｰﾀがうまく入力されない場合は、本書「4. ﾊﾟ
ﾗﾒｰﾀを設定する」を参照して、設定を行ってください。 
 
尚、表示された入力ﾃﾞｰﾀが次の入力がされるまで、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示され続けます。 
 
 
ATｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾎﾟｰﾄ及び本体ｷｰﾊﾟｯﾄﾞ 
ESC ｷｰ又は F1 ｷｰを押すと、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞからの入力が可能になります。 
 

ID-01         REC[0000] 
MASTER>_____________ 

 
 
 
 
ﾃﾞｰﾀを入力し、ENTER ｷｰで確定します。 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞからの入力をｷｬﾝｾﾙする場合は、再度 ESC ｷｰ又は F1 ｷｰを押します。 
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4. ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 
 
4.1. 保存ﾚｺｰﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄ 
 
MPX30 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑには、以下の 2 つのﾚｺｰﾄﾞ保存ｵﾌﾟｼｮﾝが用意されています。 
 

 ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ  無し 
  YYMMDD 
  YYMMDDHHMMSS 

 ﾎﾟｰﾄ ID  無し 
  有り(A=AUX232, B=READER 1,C=READER 2, D=ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ) 

 
各保存ｵﾌﾟｼｮﾝの設定により保存ﾚｺｰﾄﾞは、下記のようになります。 
これらのｵﾌﾟｼｮﾝは、同一のﾈｯﾄﾜｰｸ内で混在しないよう全てのﾀｰﾐﾅﾙに対して同じ設定を適用す

る方が良いでしょう。 
 
ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ無し, ﾎﾟｰﾄID無し 
読取ﾃﾞｰﾀ “ABCDEFG”が保存されます。 
 

保存ﾚｺｰﾄﾞ 
ABCDEFG 

 
 
ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ YYMMDD, ﾎﾟｰﾄID無し 
読取ﾃﾞｰﾀ “ABCDEFG”の前に読取日時が YYMMDD ﾌｫｰﾏｯﾄで保存されます。この例では、

2004/01/19 にﾃﾞｰﾀを取得したことが分かります。 
 

保存ﾚｺｰﾄﾞ 
040119ABCDEFG 

 
ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ 無し, ﾎﾟｰﾄID有り 
読取ﾃﾞｰﾀ “ABCDEFG”の前にﾎﾟｰﾄ ID(A=AUX232, B=READER 1,C=READER 2, D=ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ)が
保存されます。この例では、AUX232(COM3)から取得したﾃﾞｰﾀであることが分かります。 
 

保存ﾚｺｰﾄﾞ 
AABCDEFG 

 
ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ YYMMDDHHMMSS, ﾎﾟｰﾄID有り 
読取ﾃﾞｰ ﾀ  “ABCDEFG”の前に読取日時が YYMMDDHHMMSS とﾎﾟｰ ﾄ ID(A=AUX232, 
B=READER 1,C=READER 2, D=ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ)が保存されます。この例では、2004/01/10 10:11.00 
にｷｰﾎﾞｰﾄﾞから取得したﾃﾞｰﾀであることが分かります。 
 

保存ﾚｺｰﾄﾞ 
040110101100DABCDEFG 
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4.2. 送信ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 
 
MPX30 ｴﾐｭﾚｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑには、以下の 2 つの送信ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄが用意されています。 
 

 MPX30 互換送信ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 
 ｼﾝﾌﾟﾙ送信ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 

 
4.2.1 MPX30 互換送信ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 
 
ﾎｽﾄ PC へのﾃﾞｰﾀ送信は下記のﾌｫｰﾏｯﾄに従って、ﾎｽﾄｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(COM1)より行われます。 
 

ﾍｯﾀﾞ ﾀｰﾐﾅﾙ ID SYN(16H) 保存ﾚｺｰﾄﾞ ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
 
ﾍｯﾀﾞ/ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
下記の何れかに設定可能です。 
 

ﾍｯﾀﾞ ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
<STX> <CR><LF> 
<STX> <ETX> 
<STX> <CR> 
無し <CR><LF> 
無し <CR> 

 
ﾀｰﾐﾅﾙID 
ﾏｽﾀｰｽﾃｰｼｮﾝ(01)は 03H、ｽﾚｰﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝ(02)は、1EH を加算した 20H となります。 
 

ﾀｰﾐﾅﾙ ID 送信されるﾀｰﾐﾅﾙ ID 
ﾏｽﾀｰ 01 0EH 
ｽﾚｰﾌﾞ 02 20H 
ｽﾚｰﾌﾞ 03 21H 

: : 
: : 

ｽﾚｰﾌﾞ 31 3DH 
ｽﾚｰﾌﾞ 32 3EH 

 
SYN 
同期ｷｬﾗｸﾀ 16H となります。 
 
保存ﾚｺｰﾄﾞ 
保存ﾚｺｰﾄﾞとなります。保存ﾚｺｰﾄﾞのﾌｫｰﾏｯﾄについては、｢4.1. 保存ﾚｺｰﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄ｣を参照下さい。 
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4.2.2 ｼﾝﾌﾟﾙ送信ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ 
 
ﾎｽﾄ PC へのﾃﾞｰﾀ送信は下記のﾌｫｰﾏｯﾄに従って、ﾎｽﾄｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(COM1)より行われます。 
 

ﾍｯﾀﾞ ﾀｰﾐﾅﾙ ID 保存ﾚｺｰﾄﾞ ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
 
ﾍｯﾀﾞ/ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
下記の何れかに設定可能です。 
 

ﾍｯﾀﾞ ﾀｰﾐﾈｰﾀ 
<STX> <CR><LF> 
<STX> <ETX> 
<STX> <CR> 
無し <CR><LF> 
無し <CR> 

 
ﾀｰﾐﾅﾙID 
ﾏｽﾀｰｽﾃｰｼｮﾝ(01)は 03H、ｽﾚｰﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝ(02)は、1EH を加算した 20H となります。 
 

ﾀｰﾐﾅﾙ ID 送信されるﾀｰﾐﾅﾙ ID 
ﾏｽﾀｰ 01 01 (30H,31H) 
ｽﾚｰﾌﾞ 02 02 (30H,32H) 
ｽﾚｰﾌﾞ 03 03 (30H,33H) 

: : 
: : 

ｽﾚｰﾌﾞ 31 31 (33H,31H) 
ｽﾚｰﾌﾞ 32 32 (33H,32H) 

 
保存ﾚｺｰﾄﾞ 
保存ﾚｺｰﾄﾞとなります。保存ﾚｺｰﾄﾞのﾌｫｰﾏｯﾄについては、｢4.1. 保存ﾚｺｰﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄ｣を参照下さい。 
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5. ﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定する 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定は、以下の何れかの手順で行うことができます。 
 

1. AT ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ又は本体ｷｰﾊﾟｯﾄﾞからｺﾏﾝﾄﾞを入力する 
2. READER 1/2 又は COM3 に接続したﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞで専用ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取る 

 
何れの場合も、ｺﾏﾝﾄﾞ｢SETUPWELCOM｣で設定ﾓｰﾄﾞに入り、｢EXITWELCOM｣で終了するこ

とで、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定を完了します。AT ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ又は本体ｷｰﾊﾟｯﾄﾞからｼｽﾃﾑｺﾏﾝﾄﾞを入力する際は、

説明欄にある ( ) 内の数字も同様に使用することができます。 
 
5.1. ｼｽﾃﾑｺﾏﾝﾄﾞ 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ ﾁｪｯｸ 

S E T U P W E L C O M  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定ﾓｰﾄﾞに入ります。 
(64388666438800)   

+ + M P X 3 0  

MPX30 互換送信ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄでﾃﾞｰﾀ送信を行

います。 
(9990) 

■  

+ + S I M P L  

ｼﾝﾌﾟﾙ送信ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄでﾃﾞｰﾀ送信を行います。 
(9991)   

C 3 W E L C O M  

COM3 からﾚｺｰﾄﾞを送信します。 
(9998)   

C L R W E L C O M  

保存ﾚｺｰﾄﾞをｸﾘｱします。 
(9997)   

R S T W E L C O M  

全設定をﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値に戻します。 
(9993)   

O U T W E L C O M  

現在の設定値を COM1 より出力します。 
出力は、設定値<CR>にて行われます。 
(9996) 

  

E X I T W E L C O M

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更内容を保存し、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定ﾓｰﾄﾞを

終了します。 
(9999) 
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5.2. ﾎｽﾄｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(COM1)の設定 
 

設定開始

S E T U P W E L C O M  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ ﾁｪｯｸ 

A A 0 0  
ﾎﾞｰﾚｰﾄ 9,600bps ■  

A A 0 1  
ﾎﾞｰﾚｰﾄ 4,800bps   

A A 0 2  
ﾎﾞｰﾚｰﾄ 2,400bps   

A A 0 3  
ﾎﾞｰﾚｰﾄ 1,200bps   

A D 0 0  
ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 7 ﾋﾞｯﾄ   

A D 0 1  
ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 8 ﾋﾞｯﾄ ■  

A B 0 0  
ﾊﾟﾘﾃｨ 無し ■  

A B 0 1  
ﾊﾟﾘﾃｨ 奇数   

A B 0 2  
ﾊﾟﾘﾃｨ 偶数   

A C 0 0  
ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ 無し ■  

A C 0 1  
ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ CTS/RTS   

A E 0 0  
ACK/NAK 制御 無し ■  

A E 0 1  

ACK/NAK 制御 あり 
ﾎｽﾄ PC へﾃﾞｰﾀ送信後、ﾎｽﾄからの

ACK(06H)を待ちます。2 秒以内に ACK
を受信できない場合は、ﾃﾞｰﾀの再送を行

います。 

  

 

設定終了

E X I T W E L C O M  
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5.3. ﾎｽﾄｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(COM1) : ﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄの設定 
 

設定開始

S E T U P W E L C O M  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ ﾁｪｯｸ 

C A 0 0  
<STX> ….. <CR><LF>   

C A 0 1  
<STX> ….. <ETX> ■  

C A 0 2  
<STX> ….. <CR>   

C A 0 3  
….. <CR><LF>   

C A 0 4  
….. <CR>   

 

設定終了

E X I T W E L C O M  
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5.4. AUX ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(COM3)の設定 
 

設定開始

S E T U P W E L C O M  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ ﾁｪｯｸ 

B A 0 0  
ﾎﾞｰﾚｰﾄ 9,600bps ■  

B A 0 1  
ﾎﾞｰﾚｰﾄ 4,800bps   

B A 0 2  
ﾎﾞｰﾚｰﾄ 2,400bps   

B A 0 3  
ﾎﾞｰﾚｰﾄ 1,200bps   

B D 0 0  
ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 7 ﾋﾞｯﾄ   

B D 0 1  
ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 8 ﾋﾞｯﾄ ■  

B B 0 0  
ﾊﾟﾘﾃｨ 無し ■  

B B 0 1  
ﾊﾟﾘﾃｨ 奇数   

B B 0 2  
ﾊﾟﾘﾃｨ 偶数   

B C 0 0  
ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ 無し ■  

B C 0 1  
ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ CTS/RTS   

 

設定終了

E X I T W E L C O M  
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5.5. AUX ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(COM3) : ﾃﾞｰﾀ受信ﾌｫｰﾏｯﾄの設定 
 

設定開始

S E T U P W E L C O M  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ ﾁｪｯｸ 

D A 0 0  
<STX> ….. <CR><LF>   

D A 0 1  
<STX> ….. <ETX> ■  

D A 0 2  
<STX> ….. <CR>   

D A 0 3  
….. <CR><LF>   

D A 0 4  
….. <CR>   

 

設定終了

E X I T W E L C O M  
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5.6. 保存ﾚｺｰﾄﾞｵﾌﾟｼｮﾝの設定 
 

設定開始

S E T U P W E L C O M  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ ﾁｪｯｸ 

C B 0 0  
ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ 無し ■  

C B 0 1  

ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ 有り 
YYMMDD ﾌｫｰﾏｯﾄ   

C B 0 2  

ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ 有り 
YYMMDDHHMMSS ﾌｫｰﾏｯﾄ   

C C 0 0  
ﾎﾟｰﾄ ID 無し ■  

C C 0 1  

ﾎﾟｰﾄ ID 有り 
A = AUX232(COM3) 
B = READER 1 
C = READER 2 
D = AT ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

  

 

設定終了

E X I T W E L C O M  
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5.7. ﾀｰﾐﾅﾙ ID の設定 
 

設定開始

S E T U P W E L C O M  
 

ﾏｽﾀｰ 01 (MPX-ﾏｽﾀｰ)

E A 0 1  

ｽﾚｰﾌﾞ 02 (MPX-00)

E A 0 2  

ｽﾚｰﾌﾞ 03 (MPX-01)

E A 0 3  

ｽﾚｰﾌ 04 (MPX-02) 

E A 0 4  

ｽﾚｰﾌﾞ 05 (MPX-03)

E A 0 5  

ｽﾚｰﾌﾞ 06 (MPX-04)

E A 0 6  

ｽﾚｰﾌﾞ 07 (MPX-05)

E A 0 7  

ｽﾚｰﾌ 08 (MPX-06) 

E A 0 8  

ｽﾚｰﾌﾞ 09 (MPX-07)

E A 0 9  

ｽﾚｰﾌﾞ 10 (MPX-08)

E A 1 0  

ｽﾚｰﾌﾞ 11 (MPX-09)

E A 1 1  

ｽﾚｰﾌﾞ 12 (MPX-10) 

E A 1 2  

ｽﾚｰﾌﾞ 13 (MPX-11)

E A 1 3  

ｽﾚｰﾌﾞ 14 (MPX-12)

E A 1 4  

ｽﾚｰﾌﾞ 15 (MPX-13)

E A 1 5  

ｽﾚｰﾌﾞ 16 (MPX-14) 

E A 1 6  

ｽﾚｰﾌﾞ 17 (MPX-15)

E A 1 7  

ｽﾚｰﾌﾞ 18 (MPX-16)

E A 1 8  

ｽﾚｰﾌﾞ 19 (MPX-17)

E A 1 9  

ｽﾚｰﾌﾞ 20 (MPX-18) 

E A 2 0  

ｽﾚｰﾌﾞ 21 (MPX-19)

E A 2 1  

ｽﾚｰﾌﾞ 22 (MPX-20)

E A 2 2  

ｽﾚｰﾌﾞ 23 (MPX-21)

E A 2 3  

ｽﾚｰﾌﾞ 24 (MPX-22) 

E A 2 4  

ｽﾚｰﾌﾞ 25 (MPX-23)

E A 2 5  

ｽﾚｰﾌﾞ 26 (MPX-24)

E A 2 6  

ｽﾚｰﾌﾞ 27 (MPX-25)

E A 2 7  

ｽﾚｰﾌﾞ 28 (MPX-26) 

E A 2 8  

ｽﾚｰﾌﾞ 29 (MPX-27)

E A 2 9  

ｽﾚｰﾌﾞ 30 (MPX-28)

E A 3 0  

ｽﾚｰﾌﾞ 31 (MPX-29)

E A 3 1  

ｽﾚｰﾌﾞ 32 (MPX-30) 

E A 3 2  

 

設定終了

E X I T W E L C O M  
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6. ﾎｽﾄｺﾏﾝﾄﾞ 
 
ﾎｽﾄｺﾏﾝﾄﾞをﾎｽﾄｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(COM1)に対して発行することにより、ﾀｰﾐﾅﾙのｶﾚﾝﾀﾞを設定したり、

ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾈｯﾄﾜｰｸに接続されているﾀｰﾐﾅﾙ ID を取得することが可能になります。 
 
下記にﾎｽﾄｺﾏﾝﾄﾞとその働きを示します。 
 

TR ｺﾏﾝﾄﾞ 
  
目的  
  
 現在のｼｽﾃﾑﾀｲﾑを読み出します。 
  
構文  
  
 TR<CR> ….. * <CR> = 0DH (ｷｬﾘｯｼﾞﾘﾀｰﾝ) 
  
解説  
  
 TR ｺﾏﾝﾄﾞを受信すると、ﾀｰﾐﾅﾙは yymmddhhnnss ﾌｫｰﾏｯﾄでｼｽﾃﾑﾀｲﾑを

ﾎｽﾄ PC へ送信します。 
  
ﾚｽﾎﾟﾝｽﾒｯｾｰｼﾞ(応答ﾒｯｾｰｼﾞ) 
  
 NAK<CR>  ….. * <CR> = 0DH (ｷｬﾘｯｼﾞﾘﾀｰﾝ) 

ﾎｽﾄｺﾏﾝﾄﾞを正しく受信できなかったこと意味します。 
yymmddhhnnss<CR> ….. * <CR> = 0DH (ｷｬﾘｯｼﾞﾘﾀｰﾝ) 
yy = 西暦年号 2 桁 
mm = 月 
dd = 日 
hh = 時 (24 時間ﾌｫｰﾏｯﾄ) 
nn = 分 
ss = 秒 

  
使用例 Visual Basic ｻﾝﾌﾟﾙ 
  
      MSComm1.Output = “TR” & vbCr 

     ….. 
     ….. 
Private Sub MSComm1_OnComm() 
     ….. 
     SysTime = SysTime & MSComm1.Input 
     If Right(SysTime,1) = vbCr Then 
          lblTime.Caption = SysTime 
          Exit Sub 
     End If 
     ….. 
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TW ｺﾏﾝﾄﾞ 
  
目的  
  
 ｼｽﾃﾑﾀｲﾑを設定します。 
  
構文  
  
 TWyymmddhhnnss<CR> * <CR> = 0DH (ｷｬﾘｯｼﾞﾘﾀｰﾝ) 

yy = 西暦年号 2 桁 
mm = 月 
dd = 日 
hh = 時 (24 時間ﾌｫｰﾏｯﾄ) 
nn = 分 
ss = 秒 

  
解説  
  
 TW ｺﾏﾝﾄﾞを受信すると、ﾀｰﾐﾅﾙはｼｽﾃﾑﾀｲﾑを更新します。 
  
ﾚｽﾎﾟﾝｽﾒｯｾｰｼﾞ(応答ﾒｯｾｰｼﾞ) 
  
 NAK<CR>   ….. * <CR> = 0DH (ｷｬﾘｯｼﾞﾘﾀｰﾝ) 

ﾎｽﾄｺﾏﾝﾄﾞを正しく受信できなかったこと意味します。 
OK<CR>    ….. * <CR> = 0DH (ｷｬﾘｯｼﾞﾘﾀｰﾝ) 
処理が完了したこと意味します。 

  
使用例 Visual Basic ｻﾝﾌﾟﾙ 
  
      MSComm1.CommPort = 1 

     MSComm1.Settings = “9600,n,8,1” 
     MSComm1.InputLen = 1 
     ….. 
     MSComm1.PortOpen = True 
     MSComm1.Output = “TW021101133550” & vbCr 
     ….. 

  
 
 
【参考】 
ﾏｽﾀｰｽﾃｰｼｮﾝに対して TW ｺﾏﾝﾄﾞを実行すると、ﾏｽﾀｰｽﾃｰｼｮﾝが全てのｽﾚｰﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝのｼｽﾃﾑﾀｲﾑを自

動更新します。 
 

 21 
 Copyright © 2004 



MPX30 Emulation 
For MODEL 201 & 510 Series 

 
X ｺﾏﾝﾄﾞ 
  
目的  
  
 ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾈｯﾄﾜｰｸに接続されているﾀｰﾐﾅﾙのﾀｰﾐﾅﾙ ID ﾘｽﾄを読み出しま

す。 
  
構文  
  
 X<CR> ….. * <CR> = 0DH (ｷｬﾘｯｼﾞﾘﾀｰﾝ) 
  
解説  
  
 X ｺﾏﾝﾄﾞを受信すると、ﾀｰﾐﾅﾙ(ﾏｽﾀｰｽﾃｰｼｮﾝ)は aa,bb,….,pp ﾌｫｰﾏｯﾄに従っ

て、ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟﾈｯﾄﾜｰｸに接続されているﾀｰﾐﾅﾙのﾀｰﾐﾅﾙ ID ﾘｽﾄをﾎｽﾄ PC
へ送信します。 

  
ﾚｽﾎﾟﾝｽﾒｯｾｰｼﾞ(応答ﾒｯｾｰｼﾞ) 
  
 NAK<CR> ….. * <CR> = 0DH (ｷｬﾘｯｼﾞﾘﾀｰﾝ) 

ﾎｽﾄｺﾏﾝﾄﾞを正しく受信できなかったこと意味します。 
aa,bb,….,pp<CR>  ….. * <CR> = 0DH (ｷｬﾘｯｼﾞﾘﾀｰﾝ) 
aa,bb,…,pp には、それぞれ 2 桁のｽﾃｰｼｮﾝ ID 番号がｾｯﾄされます。 

  
使用例 Visual Basic ｻﾝﾌﾟﾙ 
  
      MSComm1.CommPort =1 

     MSComm1.Settings = “9600,n,8,1” 
     MSComm1.InputLen = 1 
     ….. 
     MSComm1.PortOpen = True 
     MSComm1.Output = “X” & vbCr 
     ….. 
Private Sub MSComm1_OnComm() 
     ….. 
     StationID = StationID & MSComm1.Input 
     If Right(StationID,1) = vbCr Then 
          lblStaion.Caption = StationID 
          Exit Sub 
     End If 
     ….. 
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